
文
部
科
学
省
に
お
け
る
法
科
大
学
院
の
強
化
と
法
曹
養
成
の
安
定
化
に
向
け
た
抜
本
改
革
の
推
進

早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題

●
司
法
試
験
の
合
格
率
向
上
を
ど
う
図
る
の
か

●
教
育
の
抜
本
見
直
し
を
ど
う
進
め
る
の
か

●
組
織
見
直
し
の
促
進
を
ど
う
進
め
る
の
か

●
早
期
進
学
・
早
期
修
了
可
能
な
制
度
を
ど
う
充
実
す
る
の
か

●
経
済
的
事
情
の
あ
る
者
、
地
方
在
住
者
・
社
会
人
に
対
す
る
配
慮
を
ど
う
す
る
の
か

法
科
大
学
院
と
し
て

今
後
目
指
す
べ
き
姿

①
文
部
科
学
省
と
し
て
、
中
教
審
提
言
を
踏
ま
え
、
法
科
大
学
院
の
強
化
と
法
曹
養
成
の
安
定
化
に
向
け
て
、
本
年
度
か
ら
３
～
５
年
で
計
画
的
に
立
案
・
遂
行

②
上
記
課
題
を
解
決
し
、
質
の
高
い
法
律
家
を
一
定
数
か
つ
安
定
的
に
育
成
し
、
社
会
に
供
給
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
養
成
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す

【
目
標
】

法
科
大
学
院
全
体
の
体
質
強
化
を
目
指
す
積
極
的
な
組

織
見
直
し
を
展
開

【
主
な
改
善
方
策
案
】

◎
公
的
支
援
見
直
し
の
ス
キ
ー
ム
を
最
大
限
活
用
し
、
地
域
配
置
等
に

一
定
の
配
慮
を
し
つ
つ
、
入
学
定
員
を
着
実
に
削
減

2
7
年
度
に
３
,１
７
５
名
ま
で
削
減
（
ピ
ー
ク
時
の
約
半
減
）

【
本
年
6
月
末
に
見
込
み
の
確
認
】

2
8
年
度
以
降
も
更
に
削
減
を
目
指
す
が
、
数
値
目
標
に
つ
い

て
は
法
曹
人
口
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
算
定

【2
7
年
7
月
ま
で
に
策
定
予
定
】

最
終
的
に
、
累
積
合
格
率
７
～
８
割
を
目
指
せ
る
よ
う
な
規

模
を
目
指
す

１
．
体
質
強
化
を
目
指
し
た

組
織
見
直
し
促
進

【
目
標
】

将
来
の
法
曹
に
必
要
な
基
礎
・
基
本
の
徹
底
や
幅
広
い
教
養

な
ど
を
涵
養
で
き
る
法
科
大
学
院
教
育
に
お
け
る
「
プ
ロ
セ
ス

教
育
」
を
確
立

【
主
な
改
善
方
策
案
】

◎
法
学
未
修
者
教
育
の
充
実
な
ど
教
育
の
質
の
向
上
を
加
速

授
業
で
の
司
法
試
験
問
題
等
の
適
切
な
活
用
の
促
進 【本
年
7
月
通
知
】

法
学
未
修
者
が
法
律
基
本
科
目
を
重
点
的
に
学
べ
る
よ
う
、
単
位

数
の
増
加
や
配
当
年
次
の
拡
大
等
の
見
直
し
【本
年
8
月
通
知
】

法
科
大
学
院
を
修
了
し
た
若
手
実
務
家
を
活
用
し
た
学
生
指

導
の
充
実

【2
7
年
度
以
降
】

◎
共
通
到
達
度
確
認
試
験
の
導
入
に
よ
る
一
層
厳
格
な
進
級
判
定

の
推
進

【本
年
度
か
ら
試
行
着
手
】

◎
客
観
指
標
を
活
用
し
た
認
証
評
価
の
厳
格
化
を
通
じ
た
教
育
の

質
の
向
上

【本
年
度
中
に
省
令
改
正
／
2
8
年
度
か
ら
評
価
実
施
】

２
．
法
曹
養
成
機
関
と
し
て
の

教
育
の
質
の
向
上

【
目
標
】

時
間
的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
法
科
大
学
院
を
よ
り

積
極
的
に
志
願
し
や
す
く
な
る
環
境
に
改
善

３
．
誰
も
が
法
科
大
学
院
で

学
べ
る
環
境
づ
く
り

○
修
了
生
の
多
く
の
者
が
、
司
法
試
験
を
は
じ
め
社
会

の
様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
資
質
・
能
力
を
身
に

着
け
ら
れ
る
充
実
し
た
教
育
の
実
施
へ

○
法
科
大
学
院
修
了
者
の
７
割
以
上
が

合
格
す
る
見
込
み
と
な
る
規
模
へ

○
志
願
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
対
応
に
よ
り

法
科
大
学
院
志
願
者
の
増
加
へ

政
府
（
法
曹
養
成
制
度
改
革
推
進
会
議
及
び
法
曹
養
成
制
度
改
革
顧
問
会
議
）
に
お
け
る

今
後
の
法
曹
人
口
の
在
り
方
や
司
法
試
験
・
予
備
試
験
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
を
踏
ま
え
、
更
な
る
取
組
の
充
実
を
図
る

＋

【
主
な
改
善
方
策
案
】

◎
優
秀
な
学
生
に
対
す
る
積
極
的
な
対
応

質
の
確
保
を
前
提
に
、
学
部
３
年
＋
法
科
大
学
院
既
修
２
年
コ
ー
ス

（
５
年
一
貫
の
優
秀
者
早
期
修
了
コ
ー
ス
）
の
確
立
及
び
充
実

【2
7

年
度
以
降
順
次
拡
大
／
1
0
校
程
度
で
1
0
0
名
程
度
を
目
指
す
】

◎
経
済
的
事
情
の
あ
る
者
、
地
方
在
住
者
や
社
会
人
へ
の
配
慮

無
利
子
奨
学
金
・
授
業
料
減
免
の
充
実
、
よ
り
柔
軟
な
「
所
得
連
動
返

還
型
奨
学
金
制
度
」
（
一
定
所
得
ま
で
の
返
還
猶
予
、
所
得
に
応
じ
た
返

還
）
の
導
入
に
向
け
た
対
応
の
加
速
等

【2
7
年
度
以
降
】

最
新
の
ＩＣ
Ｔ
等
を
活
用
し
、
討
論
や
質
疑
も
可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

等
の
検
討

【
2
7
年
度
以
降
】

→
さ
ら
に
、
政
府
に
お
け
る
予
備
試
験
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
予
備
試
験

の
改
革
と
併
せ
て
、
法
科
大
学
院
の
教
育
期
間
の
更
な
る
短
縮
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
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抜
本
改
革
に
向
け
た
工
程
表

２
６
年
度

２
７
年
度

２
８
年
度

２
９
年
度

３
０
年
度
～

ੌ ௶ ৄ ઉ ख ઇ  भ ସ भ   ৾ ल ृ घ ः ୭   ॉ

3
,1
7
5
人

ま
で
削
減

見
込
み

将
来
の
法
曹
人
口
に
基
づ
く

目
指
す
べ
き
入
学
定
員
に
向
け
た
更
な
る
削
減
・
適
正
化

法
曹
人
口
調
査

結
果
等
に
基
づ
き

適
正
な
入
学
定
員

規
模
を
検
討
・
提
示

法
科
大
学
院
修
了
者
の

７
割
以
上
が
合
格
す
る

見
込
み
と
な
る
規
模
へ

入
学
定
員
の

更
な
る
削
減

2
6
年
度
試
行
（
第
1
回
）

（
未
修
1
年
生
）

2
8
年
度
試
行
（
第
3
回
）

2
9
年
度
試
行
（
第
4
回
）

省
令
改
正
・
通
知

【
共
通
到
達
度
確
認
試
験
】

【
客
観
指
標
を
用
い
た
認
証
評
価
の
厳
格
化
】

認
証
評
価
機
関
の
基
準
の
改
正
等

２
８
年
度
以
降
、

３
巡
目
と
な
る
法
科
大
学
院
の
認
証
評
価
の
実
施

修
了
生
の
多
く
の
者
が
、

司
法
試
験
を
は
じ
め

社
会
の
様
々
な
分
野
で

活
躍
で
き
る
資
質
能
力
を

身
に
付
け
ら
れ
る
充
実
し
た

教
育
の
実
施
へ

さ
ら
に
、
政
府
に
お
け
る
予
備
試
験
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
予
備
試
験
の
改
革
と
併
せ
て
、
法
科
大
学
院
の
教
育

期
間
の
更
な
る
短
縮
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討

飛
び
入
学
や
早
期
卒
業
の

積
極
的
な
活
用
の
促
進

学
部
３
年
＋
法
科
大
学
院
既
修
２
年
コ
ー
ス
（
５
年
一
貫
の
優
秀
者
早
期
修
了
コ
ー
ス
）
の
確
立
及

び
充
実
（
1
0
校
程
度
の
法
科
大
学
院
で
1
0
0
名
程
度
の
規
模
を
目
指
す
）

【
時
間
的
負
担
へ
の
対
応
】

【
経
済
的
負
担
へ
の
対
応
】

よ
り
柔
軟
な
「
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
」
の

導
入
に
向
け
た
対
応
の
加
速

２
９
年
度
進
学
者
か
ら
、

新
制
度
を
適
用
予
定

無
利
子
奨
学
金
・

授
業
料
減
免
の
充
実

志
願
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
対
応
に
よ
り
、

法
科
大
学
院
志
願
者
の

増
加
へ

公
的
支
援
の
見
直
し
の
更
な
る
強
化
策

公
的
支
援
の
見
直
し
の
ス
キ
ー
ム
を
最
大
限
活
用
し
た
組
織
見
直
し
、
教
育
の
質
の
向
上
の
促
進

政 府 決 定

実
証
研
究
の
結
果
を
踏
ま
え
た
ＩＣ
Ｔ
等
を

活
用
し
た
授
業
の
本
格
的
な
普
及

2
7
年
度
試
行
（
第
2
回
）

（
未
修
1
・
2
年
生
、
既
修
2
年
生
）

【
教
育
内
容
の
充
実
】

法
学
未
修
者
教
育
の
充
実
な
ど
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
の
加
速

司
法
試
験
問
題
等
の
適
切
な
活
用

法
学
未
修
者
の
単
位
数
の
増
加
等
に
つ
い
て
通
知

法
科
大
学
院
修
了
の
若
手
実
務
家
を
活
用
し
た
学
生
指
導
の
充
実

L
L
.M
.の
取
得
促
進
な
ど
国
際
化
へ
の
対
応

企
業
・
官
公
庁
と
組
織
的
に
連
携
し
た
就
職
支
援
等

（
本
格
実
施
に
向
け
た
体
制
整
備
の
準
備
）

【
地
方
在
住
者
、
社
会
人
へ
の
対
応
】

政 府 全 体 の
取 組【
参
考
】

•
今
後
の
法
曹
人
口
の
在
り
方

•
司
法
試
験
・
予
備
試
験
制
度
の
在
り
方

•
組
織
見
直
し
を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
法
的
措
置
の
在
り
方
等

2
7
年
夏

法
曹
養
成
制
度
改
革
顧
問
会
議
等
に
お
け
る
検
討

ＩＣ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
証
研
究

授
業
に
お
け
る

IC
T
等
の
活
用
の
促
進

左
記
の
政
府
決
定
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
に
お
け
る
工
程
表
を
改
定
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